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FAX  0575-33-3183（美濃商工会議所行） 

【お申込み】受講申込書項目記入のうえFAXまたはe-mailでお申込みください。（ e-mail:ma5@mino-cci.or.jp） 

【主催・共催】 美濃商工会議所・美濃市役所  

11月30日（金） みの観光ホテル 

1958年高知県出身。中央大学法学部卒業後、新潮社に入社。週刊新潮編集部でデスク、次長、副部長を経て2008年に独立。週刊

新潮時代は、特集班デスクとして18年間にわたって政治、経済、歴史、司法、事件、スポーツなど、さまざまな分野で800本近い特

集記事を執筆。デスク時代から「門田隆将」のペンネームで『裁判官が日本を滅ぼす』（新潮社）、『甲子園への遺言-伝説の打撃

コーチ高畠導宏の生涯』（講談社）など、話題作を刊行した。。2008年7月独立後は、『なぜ君は絶望と闘えたのか-本村洋の3300

日』（新潮社）を発表し、同作をドラマ化したWOWOWのドラマスペシャルが、文化庁芸術祭の大賞を受賞した。2010年、『この命、義

に捧ぐ-台湾を救った陸軍中将根本博の奇跡』で山本七平賞を受賞。太平洋戦争関連の書籍も次々と刊行し、2012年4月には、小

学館から刊行した『太平洋戦争 最後の証言』シリーズ全3巻を完結させた。2012年9月、『尾根のかなたに 父と息子の日航機墜

落事故』がWOWOWでドラマ化され、文化庁芸術祭の優秀賞を受賞。2012年『死の淵を見た男 吉田昌郎と福島第一原発の五○○

日』（PHP）など、多くのベストセラーを生み出している。最新刊は『敗れても敗れても 東大野球部「百年」の奮戦』(中央公論新社)。

テレビ出演や講演等で全国を飛びまわる中、精力的にノンフィクション作品を発表し続けている。 

交流会 

岐阜県出身昭和３９年生。 東京大学 教養学部 教養学科第Ⅲ 国際関係論分科卒業 

平成元年、通商産業省に入省し日米通商問題に携わった後、大蔵省に出向し金融制度改革を担当。英国留学、EU（欧州委員会）

産業総局（ＤＧⅢ）勤務を経て、通商産業省に戻りＩＴ政策を担当。平成１７年から資源エネルギー庁にて地球温暖化問題を担当。平

成２０年から岐阜県に出向。平成２４年４月に経済産業省に復帰し、製造産業局生物化学産業課長、平成２７年４月に商務情報政

策局ヘルスケア産業課長、平成２９年７月に商務・サービスグループ政策統括調整官及び内閣官房健康・医療戦略室次長に就任。

14：00～15：00 

15：15～16：30 

16：45～18：15 

交流会  （会費 一人2,000円（当日会場にて承ります。）） 

（ジャーナリスト・ノンフィクション作家） 

（経済産業省政策統括調整官） 

13：45～18：15 
日時・場所 

（受講無料） 受講無料 講演会 


